
中心市

加西市
・

加東市

中心市

西脇市
近隣市町

多可町

北はりま定住自立圏

近隣市町

・西脇病院の機能強化（脳卒中センター設置、ＭＲＩ
　棟の増設、認知症疾患医療センター開設）
・西脇病院から多可赤十字病院・多可町立診療所への
　医師派遣
・北はりま定住自立圏「地域医療を支える」基礎整備
　調査事業（医療健診ガイド、啓発ハンドブックの発
　行・配布、多可町での地域医療フォーラムの開催等）
・西脇病院と多可赤十字病院との間の情報共有促進
・図書館の相互利用
・文化財共同企画展の開催
・消費生活相談窓口の相互利用（平日は毎日実施）
・斎場『やすらぎ苑』増設整備（地域活性化事業債を
　活用し、両市町の負担を軽減）
・婚活パーティーの連携
・コミュニティバスの運行連携（西脇市内に多可町コ
　ミバス『のぎくバス』の停留所を共同設置）

医　　　療

教育・文化

生　　　活

地域公共交通

【主な取組・成果】
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北
播
磨
広
域
定
住
自
立
圏

　

形
成
協
定
の
概
要

①
生
活
機
能
の
強
化

◇
医
療

　

公
立
病
院
間
の
医
師
相
互
応
援
、

　

地
域
医
療
連
携
の
充
実
、
看
護

　

師
の
育
成
・
確
保
、
医
療
と
保

　

健
福
祉
の
広
域
連
携
の
強
化

◇
福
祉

　

子
育
て
支
援
体
制
の
充
実

◇
教
育

　

施
設
の
相
互
利
用
、
圏
域
内
教

　

員
の
資
質
向
上

◇
土
地
利
用

　

地
域
特
性
を
生
か
し
た
都
市
機

　

能
の
連
携

◇
産
業
振
興

　

鳥
獣
の
被
害
防
止
対
策
、
地
域

　

資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
創
業
支

　

援
事
業
の
相
互
連
携

◇
生
活

　

消
防
業
務
の
共
同
実
施
、
広
域

　

防
災
体
制
の
強
化
、
水
道
事
業

　

の
広
域
連
携
、
循
環
型
社
会
の

　

構
築
に
向
け
た
事
業
の
推
進
、

　

住
民
相
談
窓
口
の
相
互
利
用

◇
そ
の
他

　

固
定
資
産
評
価
に
係
る
航
空
写

　

真
の
共
同
撮
影

②
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

　

強
化

◇
地
域
公
共
交
通

　

バ
ス
の
利
便
性
の
向
上

◇
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ

　

情
報
シ
ス
テ
ム
の
共
同
化

◇
交
通
イ
ン
フ
ラ

　

広
域
幹
線
道
路
の
整
備
促
進

◇
交
流
・
移
住
促
進

　

観
光
資
源
を
活
用
し
た
広
域
的

　

な
交
流
促
進

③
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化

◇
人
材
の
育
成
・
確
保

　

職
員
研
修
の
合
同
実
施
、
人
事

　

交
流
の
検
討　

　

北
は
り
ま
定
住
自
立
圏
で
は
、

圏
域
将
来
像
『„
う
る
お
い
“と

„
や
す
ら
ぎ
“
を
感
じ
る
暮
ら

し
豊
か
な
北
は
り
ま
の
郷
』
の

実
現
に
向
け
て
、
平
成
23
年
度

か
ら
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、

5
年
間
で
49
の
連
携
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
（
主
な
も

の
は
左
表
の
と
お
り
）。

　

次
期
（
平
成
28
〜
32
年
度
）

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
に

当
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

に
つ
い
て
の
検
証
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
事
業
に

お
い
て
「
計
画
ど
お
り
に
実
施

さ
れ
、
成
果
が
上
が
っ
て
い

る
」
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

来
的
に
、
大
幅
な
人
口
減
少 

　
　

と
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
見

込
ま
れ
る
中
、
生
活
に
必
要
な
都

市
機
能
を
持
つ
「
中
心
市
」
と

「
近
隣
市
町
村
」
が
互
い
に
役
割

を
分
担
す
る
こ
と
で
、
圏
域
全
体

の
生
活
機
能
の
充
実
と
発
展
を
図

る
た
め
に
連
携
・
協
力
し
て
い
こ

う
と
す
る
の
が
「
定
住
自
立
圏
構

想
」
で
す
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　
　

脇
市
は
、
平
成
22
年
1
月
に

　
　
『
中
心
市
宣
言
』
を
行
い
、

平
成
22
年
度
か
ら
多
可
町
と
「
北

は
り
ま
定
住
自
立
圏
」
を
形
成
し

て
い
ま
す
。

　

医
療
や
公
共
交
通
な
ど
の
分
野

で
、
多
可
町
と
の
連
携
は
す
で
に

5
年
に
わ
た
る
実
績
が
あ
り
ま
す

が
、
今
回
締
結
し
た
「
北
播
磨
広

域
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
圏
域
を
維
持
し
な
が

ら
、
よ
り
広
域
的
に
取
り
組
む
べ

き
課
題
に
つ
い
て
、
①
生
活
機
能

の
強
化
、
②
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
、
③
圏
域
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
能
力
の
強
化
―
の
3
つ
の

視
点
か
ら
、
加
西
市
お
よ
び
加
東

市
を
加
え
た
3
市
1
町
の
枠
組
み

の
中
で
、
連
携
す
る
項
目
を
定
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
末
ま
で
に
、
具
体

的
な
取
組
内
容
を
記
載
し
た
「
圏

域
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、

暮
ら
し
に
必
要
な
生
活
機
能
の
整

備
・
充
実
な
ど
、
圏
域
全
体
と
し

て
の
発
展
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

一
つ
の
圏
域
が
別
の
圏
域
に
含

ま
れ
る
西
脇
市
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

は
全
国
で
3
例
目
と
な
り
ま
す
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　
　

か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
魅

　
　

力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け

た
先
進
事
例
と
し
て
、
よ
り
住
み

や
す
い
北
播
磨
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

▼
問
合
せ　

次
世
代
創
生
課
（
内

　

線
3
9
6
）

　

10
月
5
日
、
西
脇
市
は
、
加
西
市
・
加
東
市
と
の
間
に
「
北
播
磨
広
域
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
」
を
締
結
し
、
多
可
町
も
含
め
た
新
し
い
圏
域
が
誕
生
し
ま
し
た
。
す
で
に

多
可
町
と
は
「
北
は
り
ま
定
住
自
立
圏
」
を
形
成
し
て
お
り
、
多
く
の
分
野
で
連
携
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
よ
り
広
域
的
な
課
題
に
つ
い
て
3
市
1
町
の
枠
組
み
で
連

携
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

将

豊

西

「
北
は
り
ま
定
住
自
立
圏
」
５
年
間
の
取
り
組
み
成
果

　北播磨広域定住自立圏域は、北はりま定住自立圏域を含む（上図）。
西脇市は多可町と共に、加西市と加東市による「中心市宣言」を受け、
近隣市町の立場で参画している。

協定に基づく
相互連携

協定に基づく
相互連携

北播磨広域定住自立圏

圏域の人口　　154080人
圏域の面積　　625.4km²
資料：人口（H22 国勢調査）
　　　面積（H27 兵庫県市町要覧）

多可町

西脇市

加西市 加東市




